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01:１

02:た゛い３しょーもて゛るじゅぎょーあん

03:５ろーと゛ーくみあいってなに？

04:わーくしーと

05:！――――――――――――――――――――――――――――――。

06:ねんか゛つにち

07:ねんくみなまえ

08:（かくこーもくにかんしてきじゅつしましょー）

09:

10:１。つき゛のことは゛のうち、きいたことか゛ある

11:ものわありますか？ないよーまて゛わかれは゛、それも

12:かいてくた゛さい。

13:

14:（１）ちんあけ゛

15:（２）しゅんとー

16:（３）た゛んたいこーしょー（た゛んこー）

17:（４）すとらいき（すと）

18:
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01:２

02:２。かいしゃからとつせ゛ん「くひ゛」といわれたり、

03:きゅーりょーをさけ゛られたり、なっとくか゛いかないときわ

04:と゛ーする？

05:

06:３。ろーと゛ーくみあいか゛あるは゛あいとない

07:は゛あい、と゛んなちか゛いか゛あるた゛ろーか？

08:り――――――――――――――――――――――――――――――ろ

09:

10:――わーくしーとのかいとーれい――

11:！――――――――――――――――――――――――――――――。

12:１。つき゛のことは゛のうち、きいたことか゛ある

13:ものわありますか？ないよーまて゛わかれは゛、それも

14:かいてくた゛さい。

15:

16:（１）ちんあけ゛

17:（２）しゅんとー

18:（３）た゛んたいこーしょー（た゛んこー）
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01:３

02:（４）すとらいき（すと）

03:

04:ちんあけ゛――きゅーりょーか゛あか゛ること

05:しゅんとー――はるにおこなうきゅーりょーについての

06:かいき゛

07:た゛んたいこーしょー――ろーと゛ーくみあいか゛

08:かいしゃとこーしょーすること

09:すとらいき――し゛ふ゛んたちのよーきゅーを

10:し゛つけ゛んするため、ろーと゛ーしゃか゛しゅーた゛んて゛

11:しこ゛とをしないこと

12:☆ちなみに、すとらいき（と゛ーめいひぎょー）わ

13:ろーと゛ーりょくのていきょーをしゅーた゛んてきにきょひ

14:することて゛あり、いしきてきなせいさんせつひ゛の

15:はかいとーをともなって、ろーと゛ーしゃか゛

16:ろーと゛ーりょくをふかんせ゛んなじょーたいて゛ていきょー

17:する「さほ゛たーじゅ（せっきょくてきたいぎょー）」とわ

18:ことなる
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01:４

02:２。かいしゃからとつせ゛ん「くひ゛」といわれたり、

03:きゅーりょーをさけ゛られたり、なっとくか゛いかないときわ

04:と゛ーする？

05:

06:あきらめて、かいしゃをやめる

07:ゆーし゛んやかそ゛くにそーた゛んする

08:かいしゃとはなしあう

09:うったえるさいは゛んをする

10:ろーきしょにいく

11:おなし゛きょーく゛ーのなかまをつのり、いっしょに

12:なってかいしゃとこーしょーする

13:

14:３。ろーと゛ーくみあいか゛あるは゛あいとない

15:は゛あい、と゛んなちか゛いか゛あるた゛ろーか？

16:

17:なかまか゛たくさんいれは゛、かいしゃとこーしょー

18:するときにこころつ゛よい
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01:５

02:いさ゛というときのすとらいきもやりやすい

03:しこ゛とのとらふ゛るをそーた゛んしやすい

04:り――――――――――――――――――――――――――――――ろ

05:‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

06:

07:（さんこー１）『しってやくた゛つ

08:ろーと゛ーほー』ろーと゛ーくみあい

09:か゛いとーふ゛ふ゛んより

10:ろーと゛ーくみあいとわ

11:ろーと゛ーくみあいとわ、「ろーと゛ーしゃか゛しゅたいと

12:なってし゛しゅてきにろーと゛ーじょーけんのいし゛・

13:かいせ゛んやけいさ゛いてきちいのこーじょーをもくてきと

14:してそしきするた゛んたい」、すなわち、

15:ろーと゛ーしゃか゛し゛ふ゛んたちのてて゛し゛ふ゛んたちの

16:けんりをまもるためにつくるた゛んたいて゛す。

17:

18:やすみもじゅーふ゛んにとれす゛にていちんき゛んて゛
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01:６

02:はたらいているじょーきょーをなんとかしたくても、

03:ろーと゛ーしゃひとりて゛かいしゃあいてにかいせ゛んを

04:よーきゅー・し゛つけ゛んしていくことわ、かんたんな

05:ことて゛わありません。よーきゅーしても、「きみの

06:かわりわいくらて゛もいるから、いやならやめてくれて

07:いいよ」とかいしゃにいわれてしまったらそれて゛おわり、

08:ということにもなりかねないからて゛す。そこて゛、

09:ろーと゛ーしゃか゛しゅーた゛んとなることて゛、

10:ろーと゛ーしゃか゛かいしゃとたいとーなたちは゛て゛

11:こーしょーて゛きるよー、にほんこくけんほ゜ーて゛わ、

12:（１）ろーと゛ーしゃか゛ろーと゛ーくみあいを

13:けっせいするけんり（た゛んけつけん）

14:（２）ろーと゛ーしゃか゛しよーしゃ（かいしゃ）と

15:た゛んたいこーしょーするけんり（た゛んたい

16:こーしょーけん）

17:（３）ろーと゛ーしゃか゛よーきゅーし゛つけ゛んの

18:ためにた゛んたいて゛こーと゛ーするけんり（た゛んたい
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01:７

02:こーと゛ーけん《そーき゛けん》）

03:のろーと゛ー３けんをほしょーしています（にほんこく

04:けんほ゜ーた゛い２８じょー）。そして、このけんりを

05:く゛たいてきにほしょーするため、ろーと゛ー

06:くみあいほーか゛さた゛められています。

07:

08:ろーと゛ーくみあいわろーと゛ーしゃか゛ふくすーにん

09:つと゛えは゛し゛ゆーにけっせいすることか゛

10:かのーて゛す。しよーしゃわくみあいのけっせいを

11:ほ゛ーか゛いすることわて゛きす゛、ぎょーせいきかんの

12:にんかやとと゛けて゛なと゛もひつよーありません。

13:ろーと゛ーくみあいわ、し゛ふ゛んたちのろーと゛ー

14:じょーけんのこーじょーなと゛をもとめてしよーしゃと

15:た゛んたいこーしょーをするほか、くみあいいんのいけんや

16:よーほ゛ーをまとめてしよーしゃにもーしいれたり、なやみを

17:かかえるくみあいいんのそーた゛んにのったりしています。

18:ろーと゛ーくみあいのかつと゛ーをほしょーするために、



E:\BSE\3章5.BSE   8 頁

01:８

02:ふとーろーと゛ーこーいをしよーしゃか゛おこなうことわ

03:きんしされています。

04:

05:ふとーろーと゛ーこーい

06:ろーと゛ーくみあいほーわ、ろーと゛ー３けんを

07:く゛たいてきにほしょーするため、しよーしゃか゛いかの

08:こーいをおこなうことをきんししています。

09:（１）ろーと゛ーくみあいえのかにゅーやせいとーな

10:ろーと゛ーくみあいかつと゛ー（そーき゛こーい）なと゛を

11:りゆーにかいこやこーかく、きゅーりょーのひきさけ゛、

12:いやか゛らせとーのふりえきなとりあつかいをすること。

13:（すとし゛かんふ゛んのちんき゛んをかっとすること、

14:すとにたいするろっくあうととーをのそ゛く。）

15:（２）せいとーなりゆーのないた゛んたい

16:こーしょーのきょひ。（ろーと゛ーくみあいからの

17:た゛んたいこーしょーもーしいれにわ、きょひする

18:せいとーなりゆーか゛あるは゛あいをのそ゛き、
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01:９

02:おーし゛なけれは゛なりません。）

03:（３）ろーと゛ーくみあいのけっせいやうんえいに

04:たいするしはいやかいにゅー、くみあいうんえいけいひの

05:えんじょ。（じゅーぎょーいんのくみあいけっせい・

06:かにゅーやくみあいかつと゛ーをほ゛ーか゛いする

07:け゛んと゛ーなと゛か゛か゛いとー。）

08:（４）ろーと゛ーしゃか゛ろーと゛ーいいんかいに

09:きゅーさいをもーしたてたり、ろーと゛ーいいんかいて゛の

10:はつけ゛んやしょーこていしゅつをしたことをりゆーに

11:ふりえきなとりあつかいをすること。

12:しよーしゃからふとーろーと゛ーこーいをうけた

13:ときわ、ろーと゛ーくみあいまたわろーと゛ーしゃわ

14:ろーと゛ーいいんかいにきゅーさいをもとめることか゛

15:て゛きます。

16:‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

17:

18:
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01:１０

02:（さんこー２）にほんこくけんほ゜ー

03:（しょー）

04:た゛い２８じょーきんろーしゃのた゛んけつする

05:けんりおよひ゛た゛んたいこーしょーそのたのた゛んたい

06:こーと゛ーをするけんりわ、これをほしょーする。

07:――――――――――――――――

08:

09:

10:

11:

12:

13:

14:

15:

16:

17:

18:


